良質で食味がすぐれる温暖地西部向き低アミロース水稲品種「姫ごのみ」の育成 by 飯田 修一 et al.
良質で食味がすぐれる温暖地西部向き低アミロース
水稲品種「姫ごのみ」の育成
著者 飯田 修一, 出田 収, 松下 景, 春原 嘉弘, 根本 












































Ⅰ 緒 言 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69
Ⅱ 育 成 経 過 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70
１ 来歴 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70
２ 選抜の経過 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70
Ⅲ 特性の概要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70
１ 一般特性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 70
２ 玄米の外観形質および収量性 ‥‥‥‥‥ 72
３ 奨励品種決定基本調査成績 ‥‥‥‥‥‥ 76
４ 搗精試験，成分分析および食味試験 ‥‥ 76
５ 病害その他抵抗性 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 77
６ 現地圃場における生育調査結果 ‥‥‥‥ 78
Ⅳ 栽培適地および栽培上の留意点 ‥‥‥‥‥ 83
１ 栽培適地 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 83
２ 栽培上の留意点 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 83
Ⅴ 命名の由来および育成従事者 ‥‥‥‥‥‥ 83
Ⅵ 摘 要 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 84




飯田修一・出田 収・松下 景・春原嘉弘1･根本 博1・前田英郎1・石井卓朗・田村泰章2
































































































年 次 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009
世 代 交配 F１ F２ F３－F４ F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12
栽
植
系統群数 7 4 1 1 1 1
系統数 33 21 20 5 5 5 5
個体数 （87粒） 5 3000 3000 2700 ＊16 ＊32 ＊32 ＊32 ＊32 ＊32 ＊32
選
抜
系統群数 4 2 1 1 1 1
系統数 7 4 2 1 1 1 1




















































姫ごのみ 2004 8.22 10.1 0.5 1.0 - 90 19.8 354
2005 8.20 10.2 0.0 - - 86 21.7 331
2006 8.22 10.3 0.3 1.0 3.0 89 20.4 341
2007 8.23 9.29 0.3 0.0 3.0 83 20.2 335
2008 8.16 9.27 0.0 0.0 3.0 81 20.7 338
2009 8.23 10.4 0.0 0.5 2.0 85 19.8 356
全平均 8.21 10.1 0.2 0.5 2.8 86 20.4 343
2005,06,09平均 8.22 10.3 0.1 0.8 2.5 87 20.6 343
ヒノヒカリ 2004 8.22 10.1 0.0 1.0 - 85 18.2 365
2005 8.20 10.1 0.1 - - 86 19.4 348
2006 8.23 10.2 0.0 1.0 3.0 90 18.3 351
2007 8.24 9.30 0.0 0.0 2.0 88 18.2 351
2008 8.17 9.27 0.0 0.0 2.0 82 19.0 362
2009 8.23 10.3 0.0 0.8 2.0 86 18.5 383
全平均 8.22 10.1 0.0 0.6 2.3 86 18.6 360
2005,06,09平均 8.22 10.2 0.0 0.9 2.5 87 18.7 361
柔小町 2005 8.27 10.10 0.0 - - 90 20.6 312
2006 8.27 10.8 0.0 1.0 2.5 95 21.4 345
2009 8.29 10.9 0.0 0.5 2.0 87 19.2 373




品種名 稈 芒 ふ先色 ふ色 粒着密度 脱粒難易 粳糯の別細太 剛柔 多少 長短
姫ごのみ 中 やや剛 稀 極短 白 黄白 中 難 粳
ヒノヒカリ 中 やや剛 無 － 白 黄白 中 難 粳





















品種名 粒長（mm） 粒幅（mm） 粒厚（mm） 粒長/粒幅 粒長×粒幅 粒形 粒大 千粒重（g）
姫ごのみ 5.09 2.76 1.96 1.85 14.0 中 やや小 21.0
ヒノヒカリ 5.05 2.77 1.95 1.83 14.0 中 やや小 21.2
日本晴 5.19 2.81 1.98 1.85 14.5 中 中 22.9











（mm）1.6未満 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2以上
姫ごのみ 0.3 0.8 1.9 10.3 18.6 67.5 30.6 0.2 97.1 1.99
ヒノヒカリ 0.7 1.2 3.6 15.8 21.2 42.8 14.2 0.6 94.5 1.95
柔小町 0.6 0.6 1.5 5.9 11.5 48.0 30.8 1.1 97.3 1.98
第６表 玄米外観品質調査成績
注１）玄米品質は，1（極良）～9（極不良）の9段階評価．
品種名 年次 色沢 光沢 心白 腹白 背白 乳白 茶米 胴割 玄米品質
姫ごのみ 2004 中 中 － 極微 極微 － 極微 極微 4.0
2005 中 中 － 極微 微 － 極微 無 4.0
2006 中 中 無 無 無 極微 微 無 3.0
2007 中 中 － 微 微 － 極微 無 3.5
2008 中 やや良 無 無 微 極微 極微 極微 3.8
2009 中 中 極微 無 無 無 無 無 3.5
全平均 中 中 無 極微 極微 極微 極微 無 3.6
2005,06,09平均 中 中 極微 無 微 極微 極微 無 3.8
ヒノヒカリ 2004 中 中 極微 極微 極微 極微 極微 極微 4.3
2005 中 中 少 少 少 少 極微 無 5.5
2006 やや濃 中 少 無 無 微 極微 無 4.4
2007 やや濃 やや否 中 少 少 少 少 無 5.6
2008 やや濃 やや良 中 無 微 極微 微 無 5.0
2009 やや濃 中 微 無 無 無 極微 無 4.8
全平均 やや濃 中 少 極微 微 微 微 無 4.9
2005,06,09平均 やや濃 中 少 極微 微 極微 極微 無 5.1
柔小町 2005 中 中 － 少 少 － 極微 無 5.3
2006 中 中 中 少 無 中 微 無 5.6
2009 中 中 中 極微 無 極微 極微 無 5.5
















品種名 年次 全重（kg/a） 精玄米重（kg/a）比較比率（％） 収穫指数（％）玄米千粒重（ｇ）
姫ごのみ 2004 173 50.0 97 29.0 20.8
2005 179 61.1 101 34.1 20.2
2006 173 57.7 104 33.4 21.7
2007 166 51.4 107 31.1 20.5
2008 189 65.8 114 34.7 21.5
2009 178 58.2 111 32.7 21.0
全平均 176 57.4 104 32.6 21.0
2005,06,09平均 177 59.0 104 33.3 21.0
ヒノヒカリ 2004 169 51.3 100 30.3 20.9
2005 181 60.3 100 33.3 20.8
2006 173 55.5 100 32.1 21.4
2007 170 52.8 100 28.2 20.9
2008 187 55.5 100 30.8 21.3
2009 181 54.9 100 30.3 21.7
全平均 177 55.1 100 31.1 21.2
2005,06,09平均 178 56.9 100 32.0 21.3
柔小町 2005 170 58.9 98 34.6 20.6
2006 172 52.9 95 30.8 21.2
2009 165 62.1 115 37.6 21.2


















姫ごのみ 2006 186 59.1 111 31.8 19.8 3.8 0.0
2008 199 64.2 124 32.3 21.6 4.1 0.0
2009 175 52.1 113 29.8 21.0 4.0 0.0
全平均 187 58.5 116 31.3 20.8 4.0 0.0
2008,09平均 187 58.2 119 31.1 21.3 4.1 0.0
ヒノヒカリ 2006 174 53.0 100 30.5 21.2 3.8 0.0
2008 192 51.6 100 26.9 21.4 5.0 0.0
2009 176 46.1 100 26.2 20.9 5.7 0.0
全平均 181 50.2 100 27.9 21.2 4.8 0.0
2008,09平均 184 48.9 100 26.6 21.2 5.4 0.0
柔小町 2006 179 55.3 104 30.9 20.1 5.5 0.0
アケボノ 2008 220 64.6 125 29.4 23.0 4.3 0.0
2009 193 59.1 128 30.6 23.1 5.5 0.0































































姫ごのみ 2006 185 57.9 108 31.3 20.1 4.5 3.5
2007 200 57.8 102 29.0 20.2 3.5 0.8
2008 200 60.4 102 30.2 21.1 3.8 0.0
2009 215 70.2 111 32.7 21.0 2.8 1.0
全平均 200 61.2 106 30.8 20.6 3.7 1.3
2006,09平均 200 59.6 102 29.8 20.6 3.7 2.3
ヒノヒカリ 2006 172 53.2 100 30.9 21.2 4.5 3.5
2007 211 56.5 100 26.8 20.4 5.5 0.3
2008 217 59.0 100 27.2 21.0 4.8 0.0
2009 212 63.1 100 29.8 22.2 4.3 0.5
全平均 203 58.0 100 28.7 21.2 4.8 1.1
2006,09平均 192 58.2 100 30.3 21.7 4.4 2.0
柔小町 2006 155 41.6 78 26.9 20.0 5.5 4.0
2009 198 67.4 107 34.0 20.6 5.5 0.0




















































品種名 形質 ■■■■■■■■■■搗精時間（秒）■■■■■■■■■■玄米 30 40 50 60
姫ごのみ 搗精歩合（％） － 92.3 91.4 90.6 89.9
白度 19.6 36.5 38.0 39.5 40.7
胚芽残存歩合（％） － 28.2 14.7 7.3 3.9
砕米歩合（％） － 0.2 0.8 1.5 2.1
水分（％） 14.4 － － － －
ヒノヒカリ 搗精歩合（％） － 91.3 90.6 90.1 －
白度 18.1 35.5 37.0 37.9 －
胚芽残存歩合（％） － 9.5 2.2 0.9 －
砕米歩合（％） － 0.7 0.7 0.8 －
水分（％） 13.9 － － － －
ミルキークイーン 搗精歩合（％） － 90.9 90.0 89.3 －
白度 20.2 39.0 41.1 42.0 －
胚芽残存歩合（％） － 18.3 6.1 1.8 －
砕米歩合（％） － 0.4 1.1 1.3 －





2007 2008 2009 平均 2007 2008 2009 平均
姫ごのみ 5.8 5.5 5.6 5.6 8.6 8.2 8.5 8.4
柔小町 － － 5.6 5.6 － － 11.9 11.9
ヒノヒカリ 5.8 5.6 5.7 5.7 15.2 14.9 16.4 15.5













































2004 姫ごのみ 92.6 0.10 0.00 －0.20 －0.10 －0.10 0.30 2005.2.9
日本晴 90.1 －1.70＊＊ －1.00＊＊ 0.30 －1.60＊＊ －1.10＊＊ －1.27＊＊ （10人）
（基準）ミルキークイーン 89.9 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2005 姫ごのみ 91.5 0.42 －0.25 0.08 0.50＊ 0.25 0.42 2005.12.14
柔小町 90.6 0.08 0.25 0.00 0.42 0.17 0.33 （12人）
（基準）ミルキークイーン 89.8 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2006 姫ごのみ 92.3 0.60＊＊ 0.33＊ 0.47＊ 0.27 0.53＊＊ 0.33＊ 2007.2.5
ヒノヒカリ 91.7 －0.13 －0.07 0.13 －0.60 0.00 －0.07 （15人）
日本晴 90.6 －1.27＊＊ －1.07＊＊ －0.27 －1.53＊＊ －0.80＊＊ －1.00＊＊
（基準）柔小町 91.9 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2006 姫ごのみ 92.5 2.08＊＊ 1.77＊＊ － 2.46＊＊ 1.69＊＊ 1.85＊＊ 2007.2.26
ヒノヒカリ 91.9 1.38＊＊ 1.46＊＊ － 1.46＊＊ 1.08＊＊ 1.15＊＊ （13人）
柔小町 91.5 1.46＊＊ 1.38＊＊ － 1.85＊＊ 1.31＊＊ 1.69＊＊
（基準）日本晴 91.9 0.00 0.00 － 0.00 0.00 0.00
2007 姫ごのみ（標肥） 91.7 1.23＊＊ 1.08＊＊ － 1.46＊＊ 1.46＊＊ 1.23＊＊ 2008.2.29
ヒノヒカリ（標肥） 90.8 1.69＊＊ 1.46＊＊ － 1.92＊＊ 1.31＊＊ 1.85＊＊ （13人）
姫ごのみ（多肥） 91.7 1.08＊＊ 0.54＊ － 1.69＊＊ 0.85＊＊ 1.08＊＊
ヒノヒカリ（多肥） 91.7 1.15＊＊ 0.85＊＊ － 1.08＊＊ 1.08＊＊ 1.15＊＊
姫ごのみ（湛直） 90.8 1.62＊＊ 1.38＊＊ － 1.92＊＊ 1.62＊＊ 1.62＊＊
（基準）日本晴（標肥） 89.6 0.00 0.00 － 0.00 0.00 0.00
2008 姫ごのみ 90.8 0.17 －0.25 －0.08 0.67＊ －1.08 0.33 2009.2.17
日本晴 90.8 －1.83＊＊ －1.25＊＊ －0.50＊ －1.75＊＊ －1.33＊＊ －1.50＊＊ （14人）
（基準）ヒノヒカリ 90.8 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2008 姫ごのみ（福山） 90.2 －0.44＊ －0.38＊ －0.06 0.19 －0.31 －0.31 2009.2.18
姫ごのみ（瀬戸内） 90.2 －0.25 －0.44＊ －0.06 0.31 －0.19 0.13 （16人）
姫ごのみ（津山） 90.4 0.00 0.19 0.06 0.25 0.13 －0.06
姫ごのみ50％＋ヒノヒカリ50％ 90.2 －0.19 0.19 0.06 0.25 0.13 －0.06
（基準）ヒノヒカリ 90.2 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2009 姫ごのみ 90.6 0.24 －0.06 －0.12 0.59＊ 0.06 0.41 2009.12.15
日本晴 90.6 －1.35＊＊ －1.00＊＊ －0.35＊ －1.29＊＊ －1.00＊＊ －1.29＊＊ （17人）
アケボノ 90.8 －1.29＊＊ －0.76＊＊ －0.35＊＊ －1.24＊＊ －0.76 －1.12＊＊
柔小町 90.6 －0.12 0.06 －0.18 1.35＊＊ －0.24 1.18＊＊
（基準）ヒノヒカリ 90.8 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
2009 姫ごのみ 90.7 0.65＊＊ 0.18 0.12 1.06＊＊ 0.53＊＊ 0.47＊ 2009.1.8
ミルキークイーン 91.0 －0.12 －0.12 －0.29 0.76＊＊ －0.29 0.24 （17人）
柔小町 91.0 0.29 －0.06 0.06 1.24＊＊ 0.35 0.47＊
日本晴 90.9 －1.53＊＊ －1.06＊＊ －0.47＊＊ －1.41＊＊ －1.18＊＊ －1.06＊＊





混米割合 総合値 光沢 粘り 柔らかさ
姫ごのみ50%＋コシヒカリ50% 0.63** 0.56** 0.59** 0.74**




品種系統名 接種菌株（コード番号） 推定遺伝子稲86－137（007） TH68－126（033） TH68－140（035）
姫ごのみ Ｓ Ｓ Ｒ Pia
新2号 Ｓ Ｓ Ｓ ＋
愛知旭 Ｓ Ｓ Ｒ Pia
藤坂5号 Ｓ Ｒ Ｓ Pii
クサブエ Ｒ Ｓ Ｓ Pik
ツユアケ Ｒ Ｓ Ｓ Pik－m
第16表 葉いもち抵抗性検定試験成績（育成地）
品種名 推定遺伝子
2004 2005 2008 2009 総合判定発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定 発病程度 判定
姫ごのみ Pia 6.0 やや弱 4.8 中 3.0 やや強 4.9 やや強 中
コシヒカリ + － － － － 4.6 弱 6.5 弱 弱
日本晴 +/Pia 5.0 中 3.8 やや強 3.7 中 5.8 やや弱 中
黄金錦 + － － － － 2.4 強 4.5 強 強
愛知旭 Pia 5.5 やや弱 5.5 やや弱 4.1 やや弱 5.9 やや弱 やや弱
金南風 Pia 4.8 中 5.3 中 3.1 やや強 5.1 やや強 中
トヨニシキ Pia 4.0 やや強 4.3 やや強 － － 5.3 中 やや強












姫ごのみ Pia 9.08 4.0 中 9.20 0.5 やや強 9.12 5.0 やや弱
コシヒカリ ＋ 9.11 5.0 弱 9.22 1.0 中 9.14 4.5 やや弱
イナバワセ Pii 9.12 6.0 弱 9.28 1.5 やや弱 9.17 3.5 中
みやにしき 9.13 2.5 強 10.10 0.0 強 9.19 2.3 やや強
ヒノヒカリ Pia,i 9.10 5.0 弱 9.24 1.5 やや弱 9.15 4.5 やや弱
日本晴 +/Pia 9.08 4.0 中 9.20 1.0 中 9.12 4.3 中
クジュウ 9.09 3.5 やや強 9.24 0.0 強 9.14 3.5 中







姫ごのみ Pia 9.09 6.0 中 9.08 1.3 中 中
コシヒカリ ＋ 9.10 8.3 やや弱 9.08 1.5 中 やや弱
イナバワセ Pii 9.12 7.8 やや弱 9.12 2.0 やや弱 やや弱
みやにしき 9.15 7.3 中 9.14 1.0 中 やや強
ヒノヒカリ Pia,i 9.11 8.0 やや弱 9.11 3.8 弱 やや弱
日本晴 +/Pia 9.09 8.0 やや弱 9.06 2.5 やや弱 中
クジュウ 9.11 7.3 中 9.08 2.0 やや弱 中





品種名 2005 2006 2007 2008 2009 総合判定Ⅰ Ⅱ 判定 Ⅰ Ⅱ 判定 Ⅰ Ⅱ 判定 Ⅱ 判定 Ⅱ 判定
姫ごのみ 3.2 5.0 やや弱 4.0 6.0 やや弱 3.2 5.2 中 6.6 中 5.6 中 中
ヒノヒカリ 3.2 5.0 やや弱 4.0 6.6 やや弱 3.0 7.0 やや弱 5.4 やや強 4.0 やや強 やや弱
日本晴 2.8 4.8 中 3.6 5.0 中 2.2 2.0 やや強 5.2 やや強 5.2 やや強 やや強
祭り晴 4.2 7.2 弱 6.4 7.2 弱 6.8 7.2 弱 8.2 弱 7.6 弱 弱
あそみのり 1.0 2.8 強 1.0 2.0 強 1.0 1.8 強 2.8 強 3.0 強 強









（100Ａ＋80Ｂ＋60Ｂｔ＋40Ｃｒ＋20Ｃ＋5Ｄ）縞葉枯病発病指数＝──────────────────────調 査 苗 数
品種系統名

















姫ごのみ 4.6 6.8 R 9.7 19.5 R 1.1 17.6 R 0.0 0.0 R
杜稲 66.9 （100） S 49.7 （100） S 6.5 （100） S 16.1 （100） S
St No1 2.3 3.4 R 0.0 0.0 R 0.0 0.0 R 0.0 0.0 R






姫ごのみ 4.1 6.2 R 抵抗性
杜稲 66.3 （100） S 罹病性
St No1 0.6 0.9 R 抵抗性
















姫ごのみ 8．4 26 やや強 7．28 25 中 7．16 38 弱 やや弱
WSS3 8．5 1 強 7．27 3 強 7．19 2 強 強
北陸糯181号 8．7 24 やや強 7．28 9 やや強 7．16 3 強 やや強
夢十色 8．2 31 中 7．23 26 中 7．15 15 中 中
日本晴 8．1 39 やや弱 7．23 35 やや弱 7．13 18 中 やや弱
多収系772 8．3 50 弱 7．26 58 弱 7．19 28 やや弱 弱
ミネアサヒ － － － 7．20 48 弱 7．07 37 弱 弱
ヒノヒカリ 8．8 40 やや弱 8．01 45 やや弱 7．18 42 弱 やや弱
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第21表 穂発芽性検定試験成績（育成地）
品種名 2004 2005 2006 2007 2008 2009 総合判定発芽程度 判定 発芽程度 判定 発芽程度 判定 発芽程度 判定 発芽程度 判定 発芽程度 判定
姫ごのみ 0.5 難 3.5 やや難 4.3 難 3.5 やや難 3.5 やや難 6.5 やや易 やや難
日本晴 9.0 やや易 9.3 中 9.8 やや易 6.0 中 4.5 中 9.5 易 中
きぬむすめ － － － － － － 7.0 中 3.8 中 10.0 易 中
ヒノヒカリ 0.0 難 1.0 難 0.8 難 1.0 難 0.5 難 1.2 難 難
にこまる － － － － － － 5.0 中 3.3 やや難 7.8 やや易 中





品種系統名 押し倒し抵抗値（N／穂数）2006 2007 2008 2009
姫ごのみ 0.96±0.11 ns 0.92±0.15 ns 0.49±0.11 ns 0.38±0.08 ns
柔小町 0.96±0.16 ns 0.84±0.21 ns 0.59±0.08 ＊ 0.46±0.08 ns
関東PL12 1.59±0.20 ＊＊ 1.78±0.23 ＊＊ 0.90±0.11 ＊＊ 0.95±0.13 ＊＊




















2008 姫ごのみ 8.21 10.07 81 21.7 273 0.0 53.1 4.0 21.8
2009 姫ごのみ 8.24 10.09 89 21.3 287 0.0 52.0 3.4 21.5






















2009 姫ごのみ 8.23 10.04 85 21.2 271 0.0 54.5 3.6 22.9




















2009 姫ごのみ 8.27 10.16 79 20.0 316 3.0 49.8 3.1 22.5







































































2008 姫ごのみ 8.27 10.13 83 19.9 382 0.0 53.6 2.9 21.1
（参考） ヒノヒカリ 8.25 10.11 84 18.7 388 0.0 51.4 3.3 21.5
2009 姫ごのみ 8.30 10.12 88 19.8 347 0.0 51.6 2.9 21.3




















2009 姫ごのみ 9.01 10.22 95 19.3 387 1.0 49.4 2.7 20.9
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New low-amylose rice cultivar‘Himegonomi’with good eating quality and good quality
of appearance for the western region of Japan
Shuichi IIDA, Osamu IDETA, Kei MATSUSHITA, Yoshihiro SUNOHARA１,
Hiroshi NEMOTO１, Hideo MAEDA１, Takuro ISHII and Yasuaki TAMURA２
Summary
‘Himegonomi’, a new low-amylose rice cultivar developed at the National Agriculture Research Center
for Western Region, has good eating quality and grain appearance.‘Himegonomi’was bred from the prog-
eny of a cross performed in 1999 between‘Milky-Queen’and‘Chugoku No. 169’to add the low-amylose
trait to the paternal cultivar. The crossed line was bred using a bulk breeding method. The promising prog-
eny line was named‘Chukei 2855’; investigations into its productivity and adaptability test of strains began
in 2005. In 2006, the line was redesignated‘Chugoku 192’. It entered into adaptability testing. In 2010, it
was added to the registry of breeds and named‘Himegonomi’. The following results were obtained from
analyses of this cultivar.
1. Heading date of‘Himegonomi’, which is equivalent to that of‘Hinohikari’, is 7 days earlier than that of
‘Yawarakomachi’. Its maturity date is equivalent to that of‘Hinohikari’, but is 8 days earlier than that of
‘Yawarakomachi’. Its maturity is classified as medium-late in flatlands along the Seto Inland Sea. Its culm
length is 86 cm, equivalent to that of‘Hinohikari’, but 5 cm shorter than that of‘Yawarakomachi’. Its
panicle is 1.8 cm longer than that of‘Hinohikari’, but is equivalent to that of‘Yawarakomachi’. Its pani-
cle number per unit area, which is equivalent to that of‘Yawarakomachi’, is less than that of
‘Hinohikari’. The plant type of this cultivar is medium type. Its tolerance for lodging, being weaker than
or equivalent to that of‘Hinohikari’, is somewhat strong.
2. The thousand-kernel weight of‘Himegonomi’is about 21 g, which is equivalent to that of‘Hinohikari’.
The quality of appearance of brown rice is superior to that of both‘Hinohikari’and‘Yawarakomachi’.
Its low amylose traits create a slightly dull white appearance. The yield of‘Himegonomi’in standard fer-
tilized plots at breeding sites was superior to that of‘Hinohikari’.
3. The average amylose content is 8.4%, which is equivalent to that of‘Milky-Queen’, is much lower than
that of‘Hinohikari’. Because of its low amylose content, boiled rice is softer than‘Hinohikari’and its
stickiness is strong. The evaluated taste is‘upper-middle’, as equivalent to that of‘Hinohikari’.
4.‘Himegonomi’apparently possesses a true resistance gene (Pia) against rice blast, but its field resistance
against leaf blast is moderate; that against panicle blast is moderate. Its resistance against bacterial leaf
blast is moderate. Its resistance against stripe disease is resistibility. Its viviparity is slightly hard.
5. Judging from its maturation characteristics,‘Himegonomi’can be grown in regions from the Kanto
region to western Japan.
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